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はしがき 
 
 
 
 
住宅・建築物の暖冷房負荷を削減するためには、開口部材の日射侵入率等の熱特性に関する正

確な評価が重要ですが、現行の省エネ基準における実測値は限定的であるとともに、開口部材の

サイズの違いやカーテンウォール等の扱いも含め、計算予測方法についても確立されているとは

言い難いのが現状です。 
そこで、各種の開口部材の日射侵入率について実測によるデータベースを整備するとともに、

各種仕様の開口部材の日射侵入率の計算による推定方法の検討、サイズの違い等が熱貫流率も含

めた外皮全体の熱特性に及ぼす影響について定量的な検討が必要とされていました。 
この様な背景から、国土交通省建築基準促進補助事業の一課題である「開口部材の日射侵入率

等熱特性に関する調査」で、平成 23 年度から 24 年度までの間、資料の収集・整理が行われまし

た。建築研究所は、この建築基準促進補助事業に共同研究として参画し、建築研究所の重点的研

究課題である「省エネ基準運用強化に向けた住宅・建築の省エネルギー性能評価手法の高度化（平

成 23～24 年度）」の課題の中で検討を行い、基準整備促進補助事業で収集・整理された技術資料

について、わかりやすく再構成した上で本資料をとりまとめました。上記補助事業における事業

主体には、本資料としてとりまとめることを許諾していただき感謝いたします。また、実施にお

いては、故倉山千春研究官（国土交通省国土技術政策総合研究所）がこれまで実施されてきた研

究分野の専門性と本研究の関わりが非常に強いことから、協力委員としてご参加いただき、大変

有益な示唆、助言を多くいただきました。 
本資料で示された内容は、より精度の高い計算が要求される省エネ基準の義務化に向けた検討

おいて大変重要な資料です。現行もしくは将来の省エネ基準をよく理解する上で、また、省エネ

ルギー的な住宅・建築設計において、これらの内容が役立てられることを期待します。 
 
 
 
 
 
 

平成 26 年 7 月 
独立行政法人建築研究所 
理事長 坂本雄三 
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概 要 

住宅・建築物の暖冷房負荷を削減するためには、開口部材の日射侵入率等の熱特性に関

する正確な評価が重要であるが、現行の省エネ基準における実測値は限定的であるととも

に、開口部材のサイズの違いやカーテンウォール等の扱いも含め、計算予測方法について

も確立されているとは言い難い。 

そこで開口部の日射熱取得率と断熱性能に関する評価方法の整理、および建物の熱負荷

に及ぼす影響の観点から、以下の項目を整備した。 

（１）代表的開口部材及び日射遮蔽部材の組み合わせを対象とした日射熱取得率の測定 

（２）国際規格案を含む種々の日射熱取得率（日射侵入率）の計算方法に関する比較検証 
（３）熱貫流率計算方法に関する調査及び比較検証 

（４）カーテンウォールの熱性能の評価法 

（５）窓の熱性能と住宅・建築物の熱負荷 
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ABSTRUCT 

 

An accurate evaluation concerning solar heat gain coefficient and thermal transmittance of 

fenestration and shading system is important to reduce the air-conditioning load of the house and the 

building. Moreover, it is difficult to say that forecast calculation method that contains difference of 

the size of the opening material and treatment of curtain wall etc. has been established. 

Then, following items were maintained from viewpoint of the arrangement of the evaluation method 

concerning the solar heat gain coefficient and the thermal transmittance in fenestration and shading 

system and influence on heat load of building. 

1. Measurement of solar heat gain coefficient intended for combination of typical fenestration and 

shading system 

2. Comparison verification concerning calculation method of various solar heat gain coefficient 

including international standard draft 

3. Investigation and comparison verification concerning calculation method of overall heat transfer 

coefficient 

4. Evaluation method of heat performance of curtain wall 

5. Heat performance in window and heat load of house and building 
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